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RESULTS FOR FYRESULTS FOR FY20102010 April 20April 20110 to March 2010 to March 20111

SLIDE No.

1 事業等のリスク事業等のリスク

本資料に記載されている、将来に関する記述を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在入手している情報に基

 

づく、現時点における予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として記載されているに過ぎません。また、予想数値を算定するた

 

めには、過去に確定し正確に認識された事実以外に、予想を行うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いています。これらの記

 

述ないし事実または前提（仮定）は、客観的には不正確であったり将来実現しない可能性があります。その原因となる潜在的リスクや

 

不確定要因としては以下の事項があり、これらはいずれも当社グループの事業、業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり

 

ます。また潜在的リスクや不確定要因はこれらに限られるものではありませんのでご留意下さい。

1.

 

携帯電話の番号ポータビリティ、新規事業者の参入など、通信業界における他の事業者等及び他の技術等との競争の激化や競争レイヤーの広がりを

 

はじめとする市場環境の変化に関連して、当社グループが獲得・維持できる契約数が抑制されたり、ＡＲＰＵの水準が逓減し続けたり、コストが増大す

 

る可能性があること

2.

 

当社グループが提供している、あるいは新たに導入・提案するサービス・利用形態・販売方式が十分に展開できない場合、当社グループの財務に影響

 

を与えたり、成長が制約される可能性があること

3.

 

種々の法令・規制・制度の導入や変更または当社グループへの適用により、当社グループの事業運営に制約が課されるなど悪影響が発生し得ること

4.

 

当社グループが使用可能な周波数及び設備に対する制約に関連して、サービスの質の維持・増進や、顧客満足の継続的獲得・維持に悪影響が発生

 

し得ること

5.

 

当社グループが採用する移動通信システムに関する技術と互換性のある技術を他の移動通信事業者が採用し続ける保証がなく、当社グループの国

 

際サービスを十分に提供できない可能性があること

6.

 

当社グループの国内外の投資、提携及び協力関係や、新たな事業分野への出資等が適正な収益や機会をもたらす保証がないこと

7.

 

当社グループの携帯電話端末に決済機能を含む様々な機能が搭載され、当社グループ外の多数の事業者等のサービスが携帯電話端末上で提供さ

 

れるなかで、端末の故障・欠陥・紛失等や他の事業者等のサービスの不完全性等に起因して問題が発生し得ること

8.

 

当社グループの提供する製品・サービスの不適切な使用により、当社グループの信頼性・企業イメージに悪影響を与える社会的問題が発生し得ること

9.

 

当社グループまたは業務委託先等における個人情報を含む業務上の機密情報の不適切な取り扱い等により、当社グループの信頼性・企業イメージ

 

の低下等が発生し得ること

10.当社グループが事業遂行上必要とする知的財産権等の権利につき当該権利の保有者よりライセンス等を受けられず、その結果、特定の技術、商品

 

またはサービスの提供ができなくなる可能性があること、また、当社グループが他者の知的財産権等の権利の侵害を理由に損害賠償責任等を負う可

 

能性があること

11.自然災害、電力不足等の社会インフラの麻痺、有害物質の拡散、テロ等の災害・事象・事件、及び機器の不具合等やソフトウェアのバグ、ウィルス、

 

ハッキング、不正なアクセス、サイバーアタック等の人為的な要因により、当社グループのサービス提供に必要なネットワークや販売網等の事業への障

 

害が発生し、当社グループの信頼性・企業イメージが低下したり、収入が減少したり、コストが増大する可能性があること

12.無線通信による健康への悪影響に対する懸念が広まることがあり得ること

13.当社の親会社である日本電信電話株式会社が、当社の他の株主の利益に反する影響力を行使することがあり得ること



２０１０年度２０１０年度

 

期末決算期末決算概況概況
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3 U.S.
GAAP

◆本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません

◆フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期末日が金融機関の休業日であったことによる電話料金未回収影響額、および期間3ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています

* 各数値の算定については、本資料の「財務指標（連結）の調整表」及び当社ホームページ (www.nttdocomo.co.jp) 内の「株主・投資家情報」をご参照ください

２０１０年度２０１０年度決算決算 / / ２０１１年度業績予想の２０１１年度業績予想の概況概況

20092009年度年度

((通期通期))

 

(1)(1)
20102010年度年度
((通期通期))

 

(2)(2)
増減増減
(1)(1)→→(2)(2)

2011年度
(通期予想)

 

(3)
増減増減

(2) (2) →→

 

(3)(3)

営業収益営業収益

 

（億円）（億円）
42,84442,844 42,24342,243 --1.4%1.4% 42,42,303000 ++0.1%0.1%

携帯電話収入携帯電話収入

（億円）（億円）
34,99534,995 34,07134,071 --2.6%2.6% 33,68033,680 --1.1%1.1%

営業費用営業費用

 

（億円）（億円）
34,50234,502 33,79533,795 --2.0%2.0% 33,80033,800 +0.0%+0.0%

営業利益営業利益

 

（億円）（億円）
8,3428,342 8,4478,447 +1.3%+1.3% 8,5008,500 +0.6%+0.6%

税引前利益

（億円）（億円）
8,3628,362 8,3538,353 --0.1%0.1% 8,5408,540 +2.2%+2.2%

当社に帰属する当社に帰属する

当期純利益当期純利益

 

（億円）（億円）
4,9484,948 4,9054,905 --0.9%0.9% 5,0205,020 +2.3%+2.3%

EBITDAEBITDAマージンマージン

 

（（%%））** 36.636.6 37.137.1 +0.5+0.5

 

PointsPoints 3737..22 ++00..11

 

PointsPoints

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー
（億円）（億円）**

4,1694,169 55,,898898 +41.5%+41.5% 4,804,8000 --18.6%18.6%
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4 ２０１０年度２０１０年度

 

決算のポイント決算のポイント

 

（１）（１）

■ ２０１０年度決算のトピック

“変革とチャレンジ”

 

実行フェーズの成果が確認できた決算

お客様満足度向上お客様満足度向上
お客様満足度 No.1の獲得

 

個人部門・法人部門・データ通信

 

低解約率の維持 １０年度通期：０.４７％

 

お客様満足度 No.1の獲得

 

個人部門・法人部門・データ通信

 

低解約率の維持 １０年度通期：０.４７％

スマートフォンの推進スマートフォンの推進 通期販売数は２５２万台通期販売数は２５２万台

ＬＴＥサービスの円滑な立ち上げＬＴＥサービスの円滑な立ち上げ
Ｘｉサービス開始

 

３月末２.６万契約

 

基地局建設は順調に進捗 ３月末約１,１００局

 

Ｘｉサービス開始

 

３月末２.６万契約

 

基地局建設は順調に進捗 ３月末約１,１００局

パケットＡＲＰＵの向上パケットＡＲＰＵの向上
対前年で堅調に拡大

 

１０年度パケットＡＲＰＵ：＋９０円

 

１０年度パケット収入：＋１,０６０億円（＋６.７％）

 

対前年で堅調に拡大

 

１０年度パケットＡＲＰＵ：＋９０円

 

１０年度パケット収入：＋１,０６０億円（＋６.７％）

新事業領域の拡大新事業領域の拡大 その他の収入の増

 

１０年度その他の収入：＋６２３億円

 

その他の収入の増

 

１０年度その他の収入：＋６２３億円

安心・安全安心・安全 震災からの復旧震災からの復旧
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5 ２０１０年度２０１０年度

 

決算のポイント決算のポイント

 

（２）（２）

※１ 端末機器原価、代理店手数料の合計

 

※２ 通信設備使用料、減価償却費、除却費、その他の費用等の合計（震災による費用を除く）

２００９年度 ２０１０年度

営業収益

-６０１億円

営業費用

-７０６億円

営業利益の主な増減要因（前年度比）営業利益の主な増減要因（前年度比）

営業利益営業利益

８８,,４４７４４７億円億円

前年前年度度比比
++１０５１０５億円億円
（（++１１..３３％）％）

営業利益営業利益

８８,,３４２３４２億円億円

音声収入の減

-1,983億円

パケット収入の増

+1,060億円

その他の収入の増

+623億円

端末販売収入の減

 

-301億円

端末販売費用の減※１

-429億円

ネットワーク関連

コスト等※２の減

-348億円

バリュープランに

 

よる影響

 

－１,０００億円程度

バリュープランに

 

よる影響

－１,０００億円程度

震災による費用の増

+71億円
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6 基本使用料５０％割引・バリュープランの状況基本使用料５０％割引・バリュープランの状況

基本使用料５０％割引契約数・契約率基本使用料５０％割引契約数・契約率 バリュープラン契約数・バリューコース選択率バリュープラン契約数・バリューコース選択率

※３

 

新たな販売モデルでの端末販売におけるバリューコースの選択率

（契約数：万契約）（選択率：％）

契約率

 

７１％

 

契約率

 

７１％

※１

 

「オフィス割引」 「ビジネス割引」 含む

 

※２

 

「ファミ割ＭＡＸ５０」

 

「ひとりでも割５０」

 

「オフィス割ＭＡＸ５０」

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

08/9 08/12 09/3 09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3
500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

：基本使用料５０％割引

 

契約率

：ＭＡＸ系割引※２

 

契約数

（契約数：万契約）（契約率：％）

：ファミリー割引※１

 

＋いちねん割引で１０年以上の継続利用

・

 

基本使用料５０％割引の契約率は８割を超え、収入の減影響は軽微に

・

 

バリュープラン契約数は４,０００万、契約率は７割を超え、拡大継続

：バリューコース選択率※３

：バリュープラン契約数

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

08/9 08/12 09/3 09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500
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7

0

2,000

4,000

6,000

8,000

音声ARPU 3,010 2,970  3,030  2,590 2,680 2,660 2,590 2,190 2,220 

パケットARPU 2,430 2,450  2,440  2,470 2,510 2,540 2,540 2,570 2,670 

（再掲）国際サービス分ARPU 70 80 80 80 80 90 90 90 90

パケットARPU対前年同期増減率 4.3 1.7 2.1 2.1 3.3 3.7 4.1 4.0 5.1

4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 10/1-3(4Q) 4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 11/1-3(4Q) FY2011

携帯電話携帯電話（（

 

XiXi+FOMA+mova+FOMA+mova））ARPUARPU

・

 

２０１０年度（通期）の総合ＡＲＰＵは５,０７０円

 

（前年度比：-５.２％）

 

パケットＡＲＰＵは２,５４０円

 

（前年度比：＋３.７％）

（単位：円）

◆

 

ARPUの定義および算出方法については、本資料の「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

5,440

2,430 2,450

5,420

１０年度総合ＡＲＰＵ
５,０７０円（前年度比

 

–５.２％）
音声

 

２,５３０円

 

（同

 

–１２.８％）
パケット

 

２,５４０円

 

（同

 

+３.７％）

１０年度総合ＡＲＰＵ１０年度総合ＡＲＰＵ
５５,,０７０７０円０円（前年度比（前年度比

 

––５５..２２％）％）

音声音声

 

２２,,５３０５３０円円

 

（同（同

 

––１２１２..８８％）％）

パケットパケット

 

２２,,５４０５４０円円

 

（同（同

 

++３３..７７％）％）

5,470

2,440

（通期予想）

０９年度総合ＡＲＰＵ
５,３５０円（前年度比

 

–６.３％）
音声

 

２,９００円

 

（同

 

–１２.９％）
パケット

 

２,４５０円

 

（同

 

+２.９％）

０９年度総合ＡＲＰＵ０９年度総合ＡＲＰＵ
５５,,３５０円３５０円（前年度比（前年度比

 

––６６..３％）３％）

音声音声

 

２２,,９００円９００円

 

（同（同

 

––１２１２..９％）９％）

パケットパケット

 

２２,,４５０円４５０円

 

（同（同

 

++２２..９％）９％）

2,470

5,060
4,760

2,570

5,190

2,510

5,200

2,540

5,130

2,540

4,890

2,670

月々サポート

 

影響除き

 

４,９４０円

月々サポート

 

影響除き

 

２,６８０円

月々サポート

 

影響除き

 

２,２６０円
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8

0

400

800

1,200

1,600

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

総販売数総販売数

・

 

２０１０年度（通期）の総販売数は１,９０６万台

 

（前年度比：＋５.６％）
・

 

２０１１年度（通期）の総販売数は１,９８０万台

 

（前年度比：＋３.９％）を目指す

2008年度

◆

 

各社決算説明会資料等より算出

 

◆ＴＵ‐ＫＡ、イー・モバイルを含まない

：

 

総販売数 （docomo

 

+ au + SOFTBANK）

：

 

総販売数 （docomo）

2009年度

（単位：万台）

532

通期通期

 

：：

 

２２,,０１３万台０１３万台
（前年度比（前年度比

 

：：

 

－２１－２１..８％）８％）

446495 451
535

434 420
503

20１0年度

通期通期

 

：：

 

１１,,８０４万台８０４万台
（前年度比（前年度比

 

：：

 

－１０－１０..４％）４％）

461 463 434

通期通期

 

：：

 

１１,,９９０６万台０６万台
（前年度比（前年度比

 

：：

 

＋＋５５..６６％）％）

547
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9

0.480.460.49

0.94

0.44
0.490.450.460.44

0.52

0.44

0.520.51

0.68
0.74

0.85

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

解約率解約率

・

 

２０１０年度（通期）の解約率は０.４７％と低解約率を維持

■携帯電話

 

（Ｘｉ+ＦＯＭＡ+ｍｏｖａ）

 

解約率

▲ＭＡＸ系割引（8月）

▲バリューコース

 

（11月）

（単位：％）

2007年度 2008年度

０７年度通期０７年度通期

 

解約率：０解約率：０..８０％８０％
０８年度通期０８年度通期

 

解約率：０解約率：０..５０％５０％

2009年度

０９年度通期０９年度通期

 

解約率：０解約率：０..４６％４６％

2010年度

SoftBankSoftBank

KDDI (au)KDDI (au)

docomodocomo

◆

 

各社決算説明会資料等より

１０年度通期１０年度通期

 

解約率：０解約率：０..４７％４７％
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10 純増純増数数

・

 

２０１０年度（通期）純増数は、スマートフォン、データ通信、フォトフレームなど

 

新たな市場に適切に対応したことにより、１９３万

 

（前年度比：＋４５万、＋３０％）を達成
・

 

２０１１年度（通期）の純増数は１９５万を計画

0

50

100

150

200

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

■

 

純増数
（単位：万契約）

７７７７

121121

１１4848

１１9393 １１9955

（計画）



RESULTS FOR FYRESULTS FOR FY20102010 April 20April 20110 to March 2010 to March 20111

SLIDE No.

11

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

09/3 09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3 12/3

ＦＯＭＡＦＯＭＡ・Ｘｉ・Ｘｉへのマイグレーションへのマイグレーション

（単位：万契約）

mova

 

DoPa

5,608

（

 

）：Ｘｉ・ＦＯＭＡ比率

 

= （ＦＯＭＡ＋Ｘｉ契約数）／携帯電話契約数（%）

5,320

 

（94.9%）

4,904
（89.8%）

5,460

◆通信モジュールサービスを含む

556

288

2008年度 2009年度

・

 

２０１２年３月末をもって、ｍｏｖａ/ＤｏＰａサービスは終了

・

 

ｍｏｖａ/ＤｏＰａユーザーへ継続的に働きかけ、ＦＯＭＡ・Ｘｉへの円滑な移行施策を促進

5,126
（92.9%）

393

5,519

5,205
（93.9%）

339

5,544

（予想）

5,486

5,025
（91.6%）

462

5,996

5,996

 

（100%）

5,651

5,416

 

（95.8%）

235

20１0年度

5,689

5,494

 

（96.6%）

195

5,557

 

（97.1%）

5,721

164

5,677

 

（97.9%）

5,801
124

20１1年度

mova：88
DoPa：36



２０１１年度の見通しと２０１１年度の見通しと

主な取組み主な取組み

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.
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13 ２０２０１１１年度１年度

 

業績予想のポイント業績予想のポイント

２０１０年度 ２０１１年度（予想）

営業利益

８,４４７億円

■営業利益の増減要因

 

〈１０年度⇒１１年度（予想）〉

音声収入の減

 

-１,７００億円

営業利益 ：

 

８,５００億円 （震災からの復旧・新たな災害対策による影響－２００億円を含む）

■ ２０１１年度 業績予想

⇒

 

音声収入の減を、パケット収入の増および各種コスト削減等で補うことで、利益を確保

営業利益

８,５００億円

パケット収入の増

 

＋１,４００億円

その他費用の効率化等

 

+５００億円

バリュープラン影響

 

-６００億円

震災からの復旧

 

-２００億円

更なる成長に向けた

施策費用の増
-５００億円

端末販売

 

収支の改善

＋６００億円
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14 ２０１１年度２０１１年度

 

事業運営方針事業運営方針

・

 

変革

 

：

 

お客様満足度の更なる向上、およびＮｏ.１評価の継続

・

 

安心・安全

 

：

 

震災からの早期復旧

 

・

 

チャレンジ

 

：

 

各チャレンジ項目の実現に向けた本格的な実行の年

変革変革

２０１２年度２０１２年度

営業利益営業利益

９９,,０００億円０００億円

 

以上以上

達成への達成への

ステップアップステップアップ

お客様満足度の更なる向上

 

－Ｎｏ.１評価の継続－

 

「スマートフォン急拡大の中でもＮｏ.１」

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
重

 

点

 

項

 

目

 

）

（
重

 

点

 

項

 

目

 

）

① パケットＡＲＰＵの伸びによる成長

② スマートフォンの推進

③

 

新たな成長分野の開拓に向けた取り組み

④

 

ＬＴＥサービス「Ｘｉ」の拡大とネットワークの進化

⑤

 

出資・提携の推進による成長（国内・海外）

⑥

 

その他コア事業の更なる強化・効率化

震災からの早期復旧／新たな災害対策の実行

モバイルを核とした

 

「総合サービス企業」

 

への進化

安心・安全安心・安全
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15

・

 

スマートフォンユーザーの満足度を向上させ、お客様満足度全体として

 

Ｎｏ.１評価の継続を目指す
・

 

お客様接点や社内組織を、スマートフォンを主軸とした体制に移行

お客様満足度の向上お客様満足度の向上

お客様満足度1位継続

端末 アフター・

 

顧客対応力
料金 サービス

ネット

 

ワーク

スマートフォン

 

ユーザー

Ｎｅｗ

フィーチャーフォン
ユーザー
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16

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

2009年度 2010年度 2011年度

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

2009年度 2010年度 2011年度

パケットＡＲＰＵパケットＡＲＰＵ・パケット収入の向上・パケット収入の向上

・

 

２０１１年度パケットＡＲＰＵは対前年１４０円（＋５.５％）の増を目指す（※月々サポート影響を除く）

 

・

 

２０１１年度パケット収入は対前年約１,４００億円（＋８.０％）の増を目指す

パケットＡＲＰＵの推移

（円）

0

パケット収入の推移

（億円）

0

月々サポート影響

 

－１０円

１４０円

９０円

（予想） （予想）

２,４５０

１８,３００
（＋８.０％）

２,５４０

２,６７０

１６,９４９
（＋６.７％）

１５,８９０
（＋５.１％）

約１,４００億円

約１,１００億円
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17

パケット収入

パケットパケット収入増分の分析収入増分の分析

・

 

対前年度からのパケット収入増分について分析したところ、

 

２０１０年度実績約１,１００億円の増について、最も増分に寄与したのはiモード
・

 

２０１１年度約１,４００億円（計画）の増については、スマートフォンの貢献が急拡大

２０１０年度（実績）

 

１６,９４９億円

 

２０１０年度（実績）

 

１６,９４９億円
２０１１年度（計画）

 

１８,３００億円

 

２０１１年度（計画）

 

１８,３００億円約１,４００億円増
２００９年度（実績）

 

１５,８９０億円

 

２００９年度（実績）

 

１５,８９０億円 約１,１００億円増

パケット収入増分の内訳※

 

パケット収入増分の内訳※

iモード

スマートフォン

データ通信等

２０１０年度 ２０１１年度

 

（予想）
※

 

iモード、スマートフォン、データ通信等の間での移行ユーザーの収入を補整
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18 音声ＡＲＰＵとパケットＡＲＰＵの逆転音声ＡＲＰＵとパケットＡＲＰＵの逆転

ＡＲＰＵの向上

・

 

２０１０年度通期の音声ＡＲＰＵとパケットＡＲＰＵの逆転を達成
・

 

２０１１年度はパケットＡＲＰＵの成長を加速させることで、総合ＡＲＰＵを下げ止め、
２０１２年度以降上昇に転換させる

２０１２年度までの目標

総合ＡＲＰＵを２０１１年度に下げ止め

２０１２年度以降、上昇に転換

総合ＡＲＰＵを２０１１年度に下げ止め

２０１２年度以降、上昇に転換

月々サポートによる

 

減収影響を除く

スマートフォンの推進

２０１１年度販売台数：６００万台

２０１２年度販売台数：総販売数の５０％超を目指す

スマートフォンの推進

２０１１年度販売台数：６００万台

２０１２年度販売台数：総販売数の５０％超を目指す

パケット利用の促進

パケット定額サービス契約率※ ：

 

７０％

パケット利用の促進

パケット定額サービス契約率※ ：

 

７０％

（月々サポートによる減収影響を除く）

総合ＡＲＰＵ

 

（①＋②）

①音声ＡＲＰＵ

②パケットＡＲＰＵ

20122011

音声ＡＲＰＵと
パケットＡＲＰＵの

逆転

20102009

総合ＡＲＰＵは
上昇へ

２,５４０円

２,５３０円

（年度）

総合ＡＲＰＵの
下げ止まり

※

 

パケ・ホーダイ、パケ・ホーダイ

 

フル、パケ・ホーダイ

 

ダブル、パケ・ホーダイ

 

シンプル、パケ・ホーダイ

 

ダブル２、パケ・ホーダイ

 

フラット、定額データプラン、Ｘｉデータ通信専用プランを含む

 

※

 

パケット定額サービス契約率＝パケット定額サービス契約数/（ＦＯＭＡⅰモード契約数+ｉモード契約の無い定額制契約数+データプラン契約数+Ｘｉデータ通信専用プラン）
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19 スマートフォンスマートフォン

 

（１）（１）

・

 

更なる収益基盤の拡大を目指し、スマートフォンサービスを充実させていく

 

・

 

その実現に向け、社内体制の再構築・最適化を実施

サービス統合実現に向けた社内体制の再構築・最適化

スマートコミュニケーションサービス部の発足

コンテンツプロバイダとの窓口

 

一元化と、リソース集中

コンテンツ開拓体制の一元化商品企画体制の充実 Ａｎｄｒｏｉｄ

 

ＯＳを主軸とした

 

開発体制へシフト
端末からアプリケーションまで

 

一貫した企画体制
アプリケーションベースの

 

サービス開発

これまでの取り組み ２０１１年度

 

以降

スマート
フォン

フィーチャー

 

フォン

音楽 動画 ゲーム書籍

コンテンツ

おサイフ
ケータイ

おサイフ
ケータイ

ドコモ
マーケット

ドコモ
マーケット

ｓｐモードｓｐモード

コンテンツ

 

決済サービス対応

電子書籍ストア ｉモードでの好評なサービスを
スマートフォンに取り込み

「スマートフォンならでは
サービス」の搭載

サ
ー
ビ
ス
の
統
合
へ

サ
ー
ビ
ス
の
統
合
へ

アンドロイドマ－ケット対応
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20 スマートフォンスマートフォン

 

（（２２））

・

 

スマートフォンの本格普及にともない、お客様接点を強化するとともに、
スマートフォンを気軽に体験いただける場所の拡充を目指す

コールセンターでの対応 タッチ＆トライ機会の拡充

「スマートフォンラウンジ」の

 

1支社1店舗以上の拡充を目指す

対応人員をスマートフォンへシフトする

 

とともにスマートフォン対応者を拡充

0

400

800

1200

2010年度 2011年度

（単位：人）

iモード等 スマートフォン
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21 スマートフォンスマートフォン

 

（（３３））

・

 

端末ラインナップ及びサービスの充実を図った結果、２０１０年度（通期）販売数は２５２万

 

・

 

２０１１年度は新規機種の約半数以上をスマートフォンにするなど、端末・サービス含め

 

更なる拡充を図ることにより、６００万台の販売を目指す

スマートフォン販売数

２０１１年度（通期）販売数

６００万台

２０１１年度（通期）販売数

６００万台

（万台）

0

200

400

600

2010年度 2011年度

２５２万台２５２万台

※携帯電話の分類中、

 

4ＯＳ塔載端末（Android/ｉOS/WindowsMobile/BlackBerry）におけるキャリア別数量シェア
“全国の有力家電量販店販売実績を集計するGfK

 

Japanデータにおいて

 

（タブレット型端末は含まない）“

0%

20%

40%

60%

80%

100%

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

docomodocomo

Ｘｐｅｒｉａ発売Ｘｐｅｒｉａ発売

ｓｐモード開始ｓｐモード開始

ＧａｌａｘｙＳなど
端末ラインナップ充実

ＧａｌａｘｙＳなど
端末ラインナップ充実

（GfK

 

Japan 調べ）

■

 

量販店におけるスマートフォン販売シェア推移※

（目標）
２０１０年 ２０１１年
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22 スマートフォンスマートフォン

 

（（４４））

・

 

端末ラインナップ充実を図ることで、利用者の裾野は拡大

 

・

 

デザインやカラーバリエーションにも幅を持たせたラインナップを目指し、

 

２０１１年度発売機種数の半数以上がスマートフォンへ

２０１０年度２０１０年度 ２０１１年度２０１１年度

２０１０年度

 

１Ｑ

 

購入者比率※

女性 男性

２０１０年度

 

４Ｑ

 

購入者比率※

女性 男性

デザイン・

 

カラーバリエーションの拡充

 

デザイン・

 

カラーバリエーションの拡充

使い勝手の良い

 

インターフェースの提供

 

使い勝手の良い

 

インターフェースの提供

更なる

 

スマートフォン

 

利用者

 

裾野拡大

４０歳以上

 

の世代

女性

２０１１年度発売機種数の

 

半数以上がスマートフォンへ

 

２０１１年度発売機種数の２０１１年度発売機種数の

 

半数以上がスマートフォンへ半数以上がスマートフォンへ

※法人契約を除く
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23

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

データ通信データ通信

・

 

２０１０年度データ通信販売数は、当初の目標通り８０万台を達成
・

 

２０１１年度は、今夏に発売予定のＸｉ対応モバイルＷｉＦｉルータなど、Ｘｉ対応端末の充実、

 

およびネットワーク品質（通信速度/エリアの広さ）を武器に、約１３０万台の販売を目指す

08/6 08/9 08/12 09/3 09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3 12/3

（単位：万契約）

２０

４０

６０

（単位：万台）

4444
8

１０

データ通信

 

販売数 データプラン※

 

契約数

８０

２０

１００

従量制データプラン

定額データプラン

※

 

日経ＢＰコンサルティング「第２回モバイルデータ

 

通信端末満足度調査、通信エリアの広さ（屋外）・通

 

信エリアの広さ（屋内）項目、通信品質（通信中の切

 

断）項目、販売店・ショップ店員の対応項目、アフター

 

サービス・サポート項目」より

１２０

6767
5858

535350504747
12 16

20
28

8080
40

10

9696

55

65
107107 77

121121

利用エリアも！

 

通信品質も！

 

総合評価も！

 

満足度Ｎｏ.１

データ通信カード利用

２０１０年度２００９年度２００８年度

１4０ 131344
91

約１３０万台約１３０万台
２０１１年度

 

通期販売目標 約２３０万約２３０万
２０１１年度

 

期末予想

115454
110

１０年度通期１０年度通期

 

８０万台８０万台
００９９年度通期年度通期

 

５８万台５８万台
００８８年度通期年度通期

 

２６万台２６万台

230230

（予想）

※

 

従量制データプラン及び、定額データプラン

 

スタンダード、定額データプラン

 

スタンダード２、

 

定額データプラン

 

フラット、定額データプラン６４Ｋ、Ｘｉデータ通信専用プランの合計（バリュー含む）
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24 ｉｉ

 

コンシェルコンシェル

・

 

２０１１年度はオートＧＰＳ機能拡張（雨雲アラーム）等のサービスの進化に加え、

 

スマートフォンへの対応検討を進めることにより、更なる契約数増を目指す

■

 

契約数
（単位：万契約）

２００

４００

08/12 09/3 09/06 09/09 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3

156156
9393

６００

0

200

400

600

800

08/12 09/3 09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3

234234

■

 

iメニュー掲載コンテンツ数
（単位：コンテンツ）

478478
420420

310310

191191
244244

332332
423423

493493
548548

611611

541541

707707

580580

775775

サービスの更なる進化

スマートフォンへの対応

■

 

２０１１年度の取り組み

オートＧＰＳ

 

新サービス

（雨雲アラーム）

ターゲティング情報配信
高度な

 

マッチング

情
報
提
供
者

ユ
ー
ザ
ー

622622

より適切・高度な

 

行動支援へ

871871

フィーチャーフォン スマートフォン
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25 増大するパケットトラフィックへの対応増大するパケットトラフィックへの対応

・

 

年々増加するパケットトラフィックに対しても、着実な設備構築を継続し対応
・

 

Ｘｉエリアの拡大、動的ネットワークコントロール、データオフロードにより

 

ネットワーク品質の維持・向上を図る

『ＦＯＭＡ設備容量の確保』

 

／

 

『Ｘｉエリアの拡大』へ『ＦＯＭＡ設備容量の確保』

 

／

 

『Ｘｉエリアの拡大』へ

（総トラフィック）

２００８年 ２００９年 ２０１０年

ＨＳＤＰＡ

 

人口カバー率

 

１００％

 

ＨＳＤＰＡ

 

人口カバー率

 

１００％
更なる拡充更なる拡充

２０１１年

 

（予想）

前年比

 

約１.７倍

 

前年比

 

約１.７倍

ＬＴＥ

 

「Ｘｉ」

 

開始

 

ＬＴＥ

 

「Ｘｉ」

 

開始

前年比

 

約２倍

 

前年比

 

約２倍

エリア拡大エリア拡大
データオフロードデータオフロード

Ｘｉエリアの拡大Ｘｉエリアの拡大

動的ネットワーク

 

コントロール

 

（通信速度制御）

 

動的ネットワーク

 

コントロール

 

（通信速度制御）

対応方法
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26 ＬＴＥサービスＬＴＥサービス

 

「Ｘｉ」（クロッシィ）「Ｘｉ」（クロッシィ）

 

（１）（１）

・

 

２０１１年夏にＸｉ対応モバイルＷｉ-Ｆｉルータを、
２０１１年秋～冬にＸｉ対応タブレット、スマートフォンを発売予定

 

・

 

端末ラインナップの充実により、２０１１年度は１００万契約突破を目指す

２０１４年度

１,５００万契約目標

２０１４年度

１,５００万契約目標

２０１１年度

１００万契約

２０１１年度

１００万契約

■

 

契約者拡大イメージ

0

50

100

1,500

（万契約）

10年度 11年度

 

（計画）

14年度

 

（目標）

２.６

２０１０年度２０１０年度

■

 

Ｘｉ端末ラインナップの充実

２０１１年度

 

１Ｑ

 

２０１１年度

 

１Ｑ
２０１１年度

 

２Ｑ

 

２０１１年度

 

２Ｑ

ＵＳＢ型
２０１０年１２月発売

ＥｘｐｒｅｓｓＣａｒｄ型
２０１１年４月発売

２０１１年度

 

３Ｑ以降

Ｘｉ対応
モバイルＷｉ-Ｆｉルータ

２０１１年夏
発売予定

Ｘｉ対応Ｘｉ対応
モバイルＷｉモバイルＷｉ--ＦｉルータＦｉルータ

２０１１年夏２０１１年夏
発売予定発売予定

更
な
る
充
実
へ

Ｘｉ対応タブレット
２０１１年秋
発売予定

Ｘｉ対応タブレットＸｉ対応タブレット
２０１１年秋２０１１年秋
発売予定発売予定

Ｘｉ対応スマートフォン
２０１１年冬
発売予定

Ｘｉ対応スマートフォンＸｉ対応スマートフォン
２０１１年冬２０１１年冬
発売予定発売予定

・・・・

・・・・
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27 ＬＴＥＬＴＥサービスサービス

 

「Ｘｉ」（クロッシィ）「Ｘｉ」（クロッシィ）

 

（２）（２）

・

 

２０１１年７月、全国主要６都市（札幌、仙台、金沢、高松、広島、福岡）へエリア拡大
・

 

２０１１年度末までに県庁所在地級都市へのエリア拡大を目指す

（６月～）

商
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
試
験
運
用

ＬＴＥ「Ｘｉ」設備投資

 

：
２６０億円

約１,０００億円 約１,７００億円

２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度

Ｌ
Ｔ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｘ
ｉ
」
開
始

（１２月）

２０１３年度 ２０１４年度

県庁所在地級都市

全国主要都市

更なるエリア拡大

約３５,０００局

 

約７０％

東京・名古屋・大阪地区

約１５,０００局

 

約４０％

人口カバー率 約２０％

約５,０００局基地局数

▲

 

データ通信端末
▲

 

モバイルＷｉ-Ｆｉルータ端末（予定）

▲

 

ハンドセット型端末（予定）

約１,１００局

 

約８％

▲

 

タブレット型端末（予定）
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28 グローバル展開グローバル展開

 

（１）（１）

・

 

グローバル規模で急成長するスマートフォン市場を見据え、モバイルデータ市場における

 

更なるビジネス機会を獲得する

・

 

加えて、短期・長期を含む海外渡航者向け国際サービスを拡充

２０１１年度２０１１年度２０１１年度２０１０年度２０１０年度２０１０年度

成長国におけるネットワーク・
サービス拡充支援、ノウハウの
注入

成熟国を中心とした
ネット・モバイル社を活用した
事業領域拡大・ノウハウ蓄積

コンテンツ

 

/プラット

 

フォーム

 

領域

アジア・太平洋地域を中心とした

 

成長市場への継続的な取り組み

多様なパートナーとの

 

グローバルレベルでの連携

サポート拠点の拡充

 

（世界主要１４都市）

長期海外渡航者向け

 

電話番号保管サービスの開始

短期海外

 

渡航者向け

 

短期海外

 

渡航者向け

長期海外

 

渡航者向け

 

長期海外

 

渡航者向け

海外パケ・ホーダイの拡充

 

（対地拡大・海外コンテンツ拡充）

ネットワーク

領域

プラットフォーム事業の拡大と

 

ネットワーク事業の高付加価値化

相
互
に
連
携

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

国
際
サ
ー
ビ
ス

急速なスマートフォン市場の拡大 モバイルデータ市場の世界的な成長加速

海外パケ・ホーダイの開始

 

（２０１０年９月）

スマートフォンユーザーの利便性向上

米国在住日本人向け電話サービスの開始

 

（ドコモＵＳＡ提供・２０１１年４月サービス開始）

http://www.net-m.de/
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29

30

40

50

60

70

80

90

09/4 5 6 7 8 9 10 11 1210/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1211/1 2

グローバル展開グローバル展開（２）（２）

 

～インドＴＴＳＬ／ＴＴＭＬ～～インドＴＴＳＬ／ＴＴＭＬ～

・

 

２０１０年度はドコモからの様々な支援により、サービスやネットワークを拡充をした結果、

 

加入者は順調に拡大

・

 

２０１１年度は３Ｇサービスを拡大を通じて、更なる成長を目指す

（単位：百万契約）

※：契約数及びシェアはＴＴＳＬ/ＴＴＭＬのＧＳＭサービス、ＣＤＭＡサービスの合計

 

（出所：ＴＲＡＩ）

■

 

契約数※

ＧＳＭサービス開始

 

（２００９年６月２４日）

 

ＧＳＭサービス開始

 

（２００９年６月２４日）

契約数８,７６５万

 

マーケットシェア１１．１％※

 

契約数８,７６５万

 

マーケットシェア１１．１％※

（２０１１年２月末時点）

３Ｇサービス開始

 

（２０１０年１１月５日）

 

３Ｇサービス開始

 

（２０１０年１１月５日）

２０１１年度の取組み２０１１年度の取組み

２０１０年度の取組みの成果２０１０年度の取組みの成果

順調な加入者の拡大順調な加入者の拡大

ＧＳＭネットワークの

 

構築・拡大

 

ＧＳＭネットワークの

 

構築・拡大
３Ｇネットワークの立ち上げ

 

サービス開始

 

３Ｇネットワークの立ち上げ

 

サービス開始

ＶＡＳの拡充ＶＡＳの拡充

３Ｇ強化に向けた追加出資など、ドコモからの支援３Ｇ強化に向けた追加出資など、ドコモからの支援

３Ｇの拡大

付加価値サービス拡充

３Ｇ加入者拡大

更
な
る
成
長
を
目
指
す

ネットワークの拡充

(Value-Added Services)
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30

ｓｐモードコンテンツ決済

 

サービス

ＤｅＮＡとの業務提携ＤｅＮＡとの業務提携

・

 

国内外のソーシャルゲーム領域における総合的なサービスの連携へ

・

 

国内ではiモードとスマートフォンでドコモのポータルサイトとＭｏｂａｇｅが連携し、

海外では両社のリソースを活かした事業展開を目指す

Ｍｏｂａｇｅ

 

ｆｏｒ

 

ドコモ

国
内
業
務
提
携

国
内
業
務
提
携

海
外
で
の
協
業

海
外
で
の
協
業

モバコイン1000万コイン山分けキャンペーン

 

等

（２０１１年５月以降

 

順次提供開始予定）

■

 

有名タイトルの先行配信

■

 

ドコモユーザー向けサイト内特典

ドコモ利用者限定の人気タイトルの先行配信

■

 

簡単・便利な決済

ドコモ

 

ケータイ払い

海外グループ会社でのソーシャル

 

ゲーム・プラットフォームの

 

企画・開発

欧州・アジアを中心とした携帯通信

 

キャリアおよび海外ディベロッパーと

 

の幅広いネットワーク

iモード、スマートフォン双方で課金シス

 

テムを提供

海外ソーシャルゲーム事業の展開

×
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31

・

 

リアル書店、オンライン書店と連携するハイブリッドサービスを目指して、サービス拡充予定
・

 

対応端末はブックリーダーに加え、様々なスマートフォンにも対応

 

マルチフォーマットに対応したビューアも提供し、ますます便利なサービスへ進化

電子書籍電子書籍サービスサービス

・

 

様々な端末に対応
（ドコモのスマートフォン及び
ブックリーダー10機種）

 

・

 

SPモード決済対応

 

・

 

マルチフォーマットに対応したビューア

電子書籍サービス電子書籍サービス

大日本印刷（ＤＮＰ）との共同事業会社を設立
２０１１年１月１２日より本格サービスを開始

×

今後の展開イメージ今後の展開イメージ
-リアルとデジタルの共存-

●

 

本と電子書籍の一括管理（書棚サービス）

電子書店で
購入したもの

リアル書店で
購入したもの

●

 

リアル店舗とのポイント共有

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

約約22万点万点
（2011年3月末時点）

約約1010万万
（2011年3月末時点）

会員数会員数 コンテンツ数コンテンツ数

http://www.maruzen.co.jp/top/index.html


RESULTS FOR FYRESULTS FOR FY20102010 April 20April 20110 to March 2010 to March 20111

SLIDE No.

32 携帯端末向けマルチメディア放送携帯端末向けマルチメディア放送

・

 

２０１２年春のマルチメディア放送開始に向け、ｍｍｂｉ（委託放送事業会社：予定）、

 

ジャパン・モバイルキャスティング（受託放送事業会社）、ドコモ（端末提供キャリア）の

 

各々が着実に準備中

対応端末の積極的な

 

提供（スマートフォン等）

豊富で楽しいコンテンツの提供

ＳＮＳやＴｗｉｔｔｅｒなど、他サービスとの連携

※災害情報も提供

着実な設備構築の実行

リーズナブルな料金での提供

（株）

 

ｍｍｂｉ

（株）ジャパン・モバイル

 

キャスティング

（端末提供キャリア）

（受託放送事業会社）

（委託放送事業会社：予定）

端末イメージ

２０１１年４月１日

 

（株）マルチメディア放送より社名変更

２０１０年９月９日

 

認定取得

 

２０１１年１月１１日

 

設立

スマート

 

フォン
タブレット

 

端末

リアルタイム型放送

（ストリーミング）

蓄積型放送

（ファイルキャスティング）

サービス提供イメージ

音楽

映画

小説

チケット
ニュース

コンサート

スポーツ

様々なコンテンツを

 

自動蓄積

 

好きなときに利用

気になる情報を

 

ﾘｱﾙﾀｲﾑに

２０１２年１月までに
墨田送信所

（東京スカイツリー）
試験運用開始予定

２０１２年度

７３％

２０１４年度

９１％

年度末世帯カバー率

 

（予定）

サービス開始

６０％

災害情報

※画像提供：東武鉄道株式会社・

 

東武タワースカイツリー株式会社
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33 法人営業法人営業

・

 

お客様満足度３年連続Ｎｏ.１に向けた、販売体制やアフターサポートの更なる強化

・

 

クラウドも活用したソリューションとセットでスマートフォン/タブレット端末の販売に注力

法人市場向けスマートフォン／タブレット端末拡大への取組み法人市場向けスマートフォン／タブレット端末拡大への取組み

遠隔制御

クラウド基盤

 

（アプリケーション・ネットワークサービス）

ネットワークネットワーク

端末端末

アプリケーション

 

（サービス）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

グループ

 

ウェア

 

（業界横断アプリ）

Ａ業界

 

特化

 

アプリ

Ｂ業界

 

特化

 

アプリ

業務支援 ・・・ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

２００９年度-２０１０年度
お客様満足度

 

２年連続第１位※

お客様満足度

 

３年連続Ｎｏ.１を

 

目指す

営業窓口の対応

サービス内容

サービス品質

コスト

※出典：

 

J.D. パワー

 

アジア・パシフィック2009-2010年日本法人向け携帯電話・PHSサービス顧客満足度調査SM。携帯電話・PHSサービスを提供する事業者に関して従業員100名以上の

 

企業2,345社からの3,222件の回答を得た2010年調査結果による（1社につき最大2携帯電話・PHS事業者の評価を取得）。www.jdpower.co.jp

スマートフォン／タブレット端末

http://www.jdpower.co.jp/
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34 設備投資設備投資

・

 

増大するトラフィックへの対応、Ｘｉサービスエリア拡大等のネットワーク設備の増強も

継続して実施

・

 

加えて、東日本大震災による被災設備の復旧や新たな災害対策への対応などを

 

行うため、２０１１年度の設備投資は７,０５０億円を予定

（単位：億円）設備投資

被災エリアの復旧

 

（本格復旧）

 

約１００億円

被災エリアの復旧

 

（本格復旧）

約１００億円

新たな災害対策の実施

約２００億円

新たな災害対策の実施

約２００億円

約１００

６,６８５

復旧・新たな災害対策

２０１１年度

 

（予想）

約３００

Ｘｉネットワークの拡大Ｘｉネットワークの拡大

通信品質の向上
増大するトラフィックに

 

対応した適切な設備増強

 

通信品質の向上
増大するトラフィックに

 

対応した適切な設備増強

ネットワークＩＰ化の

 

更なる推進

 

ネットワークＩＰ化の

 

更なる推進

「安心・安全」への対策強化「安心・安全」への対策強化

７,０５０

震災に伴う

 

期ずれ影響

２０１０年度

 

（実績）
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35 コスト効率化コスト効率化

・

 

中期ビジョン策定時に掲げた目標２,０００億円のコスト削減は、２年前倒しで達成

 

・

 

２０１１年度は更に社内横断的なコスト削減（４００億円）を推進

９００

６００

１,１００

９００

４００

※1：０７年度対比による当該年度末までの削減額

 

※2：減価償却費＋通信設備使用料

２０１１年度

 

（計画）

（単位：億円）

１,５００

２,０００

２,４００

２０１０年度

 

（実績）
２００９年度

 

（実績）

新たなコスト削減新たなコスト削減 営業 ネットワーク Ｒ＆Ｄ 共通 アフターサービス

コスト削減額の推移※１

一般経費・１社化関連

●

 

１社化を契機とした業務集約

● ベストプラクティスの推進

●

 

一般経費の継続的な効率化

ネットワークコスト※２

●

 

設備投資の継続的な効率化

●

 

ＡＬＬ－ＩＰ化の推進

●

 

経済的な伝送路網の構築

２００７年度対比による当該年度末までの削減額

１,１００

９００

２０１２年度削減目標

 

２,０００億円を前倒し達成
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36

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

（実績） （実績）

（単位：億円）

８,０８３

８,３１０

９,０００億円
以上

８,３４２

（計画） （目標）

・

 

２０１１年度営業利益は、震災からの復旧や新たな災害対策を織り込み

 

８,５００億円を計画
・

 

震災の影響はあるものの、引き続き「２０１２年度営業利益

 

９,０００億円以上」

 

を
目指す

（実績）

８,４４７

利益目標利益目標

（実績）

８,５００

２００
震災からの復旧

 

新たな災害対策
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37 株主還元株主還元

一株当たり配当金

3,000

4,000

5,000

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

（単位：

 

円 /

 

株）

配当性向 ４６％（予想）

・

 

配当金

 

：

 

４００円増配し、一株当たり配当金

 

５,６００円を予定

・

 

自己株式取得：

 

状況に応じ、機動的に実施

株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と位置づけ、中期ビジョンへの

 

進捗状況を見つつ、株主還元についても前向きに検討

0

（予定）

（２０１１年度〈予定〉）



Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.



Appendices

Copyright (C) 2011 NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.
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40 携帯電話（携帯電話（ＸｉＸｉ

 

++ＦＯＭＡＦＯＭＡ

 

++ｍｏｖａ）ｍｏｖａ）

 

ＭＯＵＭＯＵ

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

MOU（左軸） 137 138 139 133 135 137 138 133 133 135 133 135

MOU対前年同期増減率（右軸） -2.1 -1.4 0 -1.5 -1.5 -0.7 -0.7 0 -1.5 -1.5 -3.6 1.5

08/4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 09/1-3(4Q) 4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 10/1-3(4Q) 4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 11/1-3(4Q)

・

 

２０１０年度（通期）のＭＯＵは１３４分

 

（前年度比：-１.５％）

（単位：%）（単位：分）

◆

 

MOUの定義および算定方法については、本資料の「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

通期

 

１３７分

 

（前年度比

 

–０.７%）

 

通期通期

 

１３７分１３７分

 

（前年度比（前年度比

 

––００..７７%%））
通期

 

１３６分

 

（前年度比

 

–０.７%）

 

通期通期

 

１３６分１３６分

 

（前年度比（前年度比

 

––００..７７%%））
通期

 

１３４分

 

（前年度比

 

–１.５%）

 

通期通期

 

１３４１３４分分

 

（前年度比（前年度比

 

––１１..５５%%））
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41 営業収益の推移営業収益の推移 US GAAP

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

端末機器販売収入 5,075 4,774 4,930

その他の収入 2,775 3,397 3,690

携帯電話収入(音声収入、パケット収入) 34,995 34,071 33,680

2010/3 2011/3 2012/3（通期予想）（単位：億円）

（単位：億円）

◆

 

「国際サービス収入」

 

は

 

「携帯電話収入」

 

に含めております

42,243 42,300

-1.4%

42,844
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42 営業費用の推移営業費用の推移 US GAAP

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

人件費 2,583 2,646 2,750

租税公課 389 387 390

減価償却費 7,011 6,931 6,870

固定資産除却費 470 443 540

通信設備使用料 2,819 2,613 2,230

経費 21,229 20,776 21,020

（再掲）収益連動経費＊ 12,538 11,748 11,170

（再掲）その他経費 8,691 9,027 9,850

2010/3 2011/3 2012/3（通期予想）（単位：億円）

33,795 33,800

（単位：億円）

＊収益連動経費＝端末機器原価＋代理店手数料＋ロイヤリティプログラム経費

- 2.0%

34,502
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43 設備投資の推移設備投資の推移

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

その他（情報システム等） 1,297 1,477 1,680

携帯電話事業（LTE） - 260 790

携帯電話事業（FOMA） 4,540 3,788 3,310

携帯電話事業（mova） 77 54 20

携帯電話事業（その他） 951 1,106 1,250

2010/3 2011/3 2012/3(通期予想)（単位：億円）

（単位：億円）

-2.6%
7,050

6,685
6,865
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44 オペレーションの状況オペレーションの状況

◆携帯電話事業者各社における契約数の考え方の統一を図るため、通信モジュールサービス契約数を携帯電話契約数に含めて記載しております

 

（マーケットシェア、販売数、解約率についても、

 

通信モジュールサービス契約数を含めて算出）

 

◆MOU・ARPUの定義および算出方法については、本資料の「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

2010/3
(1)

2011/3
(2)

増減
(1) → (2)

2012/3

 

(通期予想)

携
帯
電
話

契約数【千】 56,082 58,01058,010 +3.4% 59,960
（再）mova 2,879 1,2391,239 -57.0% 0
（再）FOMA 53,203 56,74656,746 +6.7% 58,930
（再）Xi - 2626 - 1,030
（再）ｉモード 48,992 48,14148,141 -1.7% 44,440
（再）ｓｐモード - 2,0952,095 - -
（再）通信モジュールサービス 1,603 1,9681,968 +22.8% 2,410
マーケットシェア【％】 50.0 48.548.5 -1.5

 

Points -

販売数【千】

（端末持込分含む）

販売数 18,037 19,05519,055 +5.6% -
mova

新規 10 77 -28.1% -
取替 7 33 -56.1% -

FOMA

新規 4,499 5,0865,086 +13.1% -
移行 2,274 1,3851,385 -39.1% -

買い増し 11,247 12,54712,547 +11.6% -
解約率【％】 0.46 0.470.47 +0.01

 

Points -
ARPU（Xi+FOMA+mova）【円】 5,350 5,0705,070 -5.2% 4,890
MOU（Xi+FOMA+mova）【分】 136 134134 -1.5% -
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45 ２０１０年度２０１０年度

 

第第４４四半期決算概況四半期決算概況 US GAAP

◆本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません

◆フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期間3ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています

＊各数値の算定については、本資料の「財務指標（連結）の調整表」並びに当社ホームページ

 

(www.nttdocomo.co.jp) 内の「IR情報」をご参照ください

2010/1-3
(4Q) (1)

2011/1-3
(4Q) (2)

増減
(1) → (2)

営業収益営業収益

 

（億円）（億円）
10,42010,420 1010,151,151 --2.6%2.6%

携帯電話収入携帯電話収入

（億円）（億円）
88,,367367 8,0838,083 --3.4%3.4%

営業費用営業費用

 

（億円）（億円）
9,1049,104 9,2899,289 +2.0%+2.0%

営業利益営業利益

 

（億円）（億円）
1,3161,316 862862 --34.5%34.5%

税引前利益税引前利益

（億円）（億円）
1,3451,345 867867 --35.5%35.5%

当社に帰属する四半期当社に帰属する四半期

 

純利益純利益（億円）（億円）
754754 465465 --38.4%38.4%

EBITDAEBITDAマージンマージン

 

（（%%））** 32.032.0 29.329.3 --2.72.7

 

PointsPoints

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー
（億円）（億円）**

22,,388388 1,9571,957 --18.1%18.1%
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46 ＭＯＵ・ＡＲＰＵの定義および算出方法についてＭＯＵ・ＡＲＰＵの定義および算出方法について

◆

 

MOU（Minutes of Use）：１契約当たり月間平均通話時間

◆

 

ARPU（Average monthly Revenue Per Unit ）：１契約当たり月間平均収入

１契約当たり月間平均収入(ＡＲＰＵ)は、１契約当たりの各サービスにおける平均的な月間営業収益を計るために使われております。

 

ＡＲＰＵは無線通信サービス収入のうち各サービスの提供により得られる収入(毎月発生する基本使用料、通話料及び通信料)を、

 

当該サービスの稼動契約数で割って算出されております。従ってＡＲＰＵの算定からは各月の平均的利用状況を表さない契約事務手数

 

料などは除いております。

 

こうして得られたＡＲＰＵは１契約当たりの各月の平均的な利用状況及び当社による料金設定変更の影響を分析する上で有用な情報を

 

提供するものであると考えております。なお、ＡＲＰＵの分子に含まれる収入は米国会計基準により算定しております。

◆

 

総合ARPU（Xi+FOMA+mova）：音声ARPU（Xi+FOMA+mova）＋パケットARPU（Xi+FOMA+mova）

 

◇

 

音声ARPU（Xi+FOMA+mova）＝

音声ARPU（FOMA+mova）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（Xi+FOMA+mova）

◇

 

パケットARPU（Xi+FOMA+mova）＝

パケットARPU（Xi+FOMA+mova）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（Xi+FOMA+mova）

◆

 

総合ARPU（FOMA）：音声ARPU（FOMA）＋パケットARPU（FOMA）

◇ 音声ARPU（FOMA） ＝音声ARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（FOMA）

◇

 

パケットARPU（FOMA）＝パケットARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（FOMA）

◆

 

総合ARPU（mova）：音声ARPU（mova）＋パケットARPU（mova）

◇ 音声ARPU（mova） ＝音声ARPU（mova）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（mova）

◇

 

パケットARPU（mova）＝パケットARPU（mova）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（mova）

◆

 

稼動契約数の算出方法

当該期間の各月稼動契約数（(前月末契約数＋当月末契約数)÷２）の合計

※

 

通信モジュールサービス及び電話番号保管、メールアドレス保管サービスは、ARPU及びMOUの算定上、収入、契約数ともに含めておりません。
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47 財務指標（連結）の調整表財務指標（連結）の調整表
1. ＥＢＩＴＤＡ、ＥＢＩＴＤＡマージン

（単位：億円、％）

平成24年３月期（予想） 平成22年３月期 平成23年３月期

a.ＥＢＩＴＤＡ 15,730 15,681 15,657

減価償却費 △ 6,870 △ 7,011 △ 6,931

有形固定資産売却・除却損 △ 360 △ 327 △ 279

営業利益 8,500 8,342 8,447

営業外損益（△費用） 40 19 △ 94

法人税等 △ 3,460 △ 3,382 △ 3,378

持分法による投資損益（△損失） △ 60 △ 9 △ 55

控除：非支配持分に帰属する
　　　当期純損益（△利益）

-                     △ 23 △ 15

b.当社に帰属する当期純利益 5,020 4,948 4,905

c.営業収益 42,300 42,844 42,243

　ＥＢＩＴＤＡマージン (=a/c) 37.2% 36.6% 37.1%

　売上高当期純利益率 (=b/c) 11.9% 11.5% 11.6%

（注）当社が使用しているＥＢＩＴＤＡ及びＥＢＩＴＤＡマージンは、米国証券取引委員会（ＳＥＣ）レギュレーション S-K Item10(ｅ)で用いられている

　　　ものとは異なっております。従って、他社が用いる同様の指標とは比較できないことがあります。

2. フリー・キャッシュ・フロー（特殊要因及び資金運用に伴う増減除く）

（単位：億円）

平成24年３月期（予想） 平成22年３月期 平成23年３月期

フリー・キャッシュ・フロー
（特殊要因及び資金運用に伴う増減除く） 4,800 4,169 5,898

特殊要因（注１） △ 1,700 -                     -                     

資金運用に伴う増減（注２） -                     △ 3,980 2,419

フリー・キャッシュ・フロー 3,100 189 8,317

投資活動によるキャッシュ・フロー　 △ 7,130 △ 11,639 △ 4,554

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,230 11,828 12,870

（注１）特殊要因とは、期末日が金融機関の休業日であることによる電話料金未回収影響額です。

（注２）資金運用に伴う増減とは、期間３ヵ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減です。

　　　　平成22年３月期及び平成23年３月期の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減を含んでおります。

　　　　平成24年３月期（予想）の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減の予想が困難であるため、資金運用に伴う増減は見込んでおりません。



本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する会社の商標または登録商標です
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